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令和４年度 兵庫県立大学 生涯学習公開講座 

【第１回減災復興サイエンスカフェ～高齢者介護施設の防災対策を考える

（BCP対策を例に）】 
日  時:  令和４年 11月５日（火）10：00～11：00 

受講者数:  ２２名（オンライン） 

会  場：  兵庫県立大学神戸防災キャンパス大教室 

講  師:  青田良介先生（減災復興政策研究科 教授） 

 

少子高齢化、過疎化が進む日本において、福祉施設の防災対策が重要になってきました。津波防災の

日である 11 月 5 日に、「高齢者介護施設の防災対策を考える（BCP 対策を例に）をテーマに、介護施設

の BCP について考えました。新型コロナウイルス感染症対策として、オンラインによる開催で、活発な

意見交換が行われました。 

 厚生労働省では、全国すべての介護サービス事業者に対し、2023 年度末までに、BCP（Business 

Continuity Plan、事業継続計画）の策定を義務付けました。BCPでは、災害時に最低限の介護サービス

を継続すること、利用者や職員の安全を確保し、地域への貢献が求められています。しかし、多忙な業

務を抱え、人材が不足し、防災知識や経験にも乏しい、そもそも脆弱な高齢者を抱える施設にとって、

その作成が容易いものとは言えません。 

この講義では、BCPの作成内容はもとより、少しでも被害を減らす減災の考え方を披露した上で、講

師の指導の元、作成に取り組む大阪府八尾市内の施設の事例を紹介しました。最初から完璧な作成を目

指すのではなく、幹部との定期ミーティングを通して、「すべきこと」よりは「できること」を積み重

ねること、災害予測のできる水害を想定し、垂直訓練を繰り返しながら、課題を明確化し、その解決策

を講じることで、精度を挙げ、BCPに反映させる方策に取り組んできました。 

このプロセスを通して、主な課題は、職員-幹部、班同士の連携、異なる階にいる職員間の連携、す

わち「報連相（報告・連絡・相談）」等マネジメントにあることがわかりました。これは、普段の業務

に通じるもので、その上で、災害を想定して防災知識を習得し、BCPを作成する方が効果的であり、そ

の後の BCM（Business Continuity Management）にもつながる（継続性の確保）と考えられます。 

介護事業者にとって、 「防災」に対するアレルギーは依然強いものがあります。むしろ、防災を福

祉（＝本来業務）の延長線上に捉え、職員の資質向上の一環として防災を捉える方が（＝急がば回れ）、

BCP作成にとって効果的と言えそうで、その点を中心に質疑応答が行われました。 


